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電
照
菊
と
は
、
花
芽
が
で
き
る
前

の
時
期
に
電
照
し
、
人
工
的
に

日
照
時
間
を
長
く
す
る
こ
と
で
開
花
時

期
を
遅
ら
せ
る
栽
培
方
法
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
菊
の
需
要
が
最
も
多
い
正
月

か
ら
春
の
彼
岸
の
間
に
出
荷
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
省
エ

ネ
の
時
代
に
合
わ
せ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
が

導
入
さ
れ
る
な
ど
栽
培
方
法
も
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
、
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
菊
栽

培
に
用
い
て
い
る
菊
農
家
の
伊
藤
友
雄

さ
ん（
高
松
町
）に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、
菊
栽
培
を
し
て
い
る

仲
間
と
一
緒
に
、
国
の
補
助
金
制
度
を

使
っ
て
、
３
年
前
に
所
有
す
る
ハ
ウ
ス

の
３
か
所
を
蛍
光
灯
か
ら
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
に
替
え
ま
し
た
。「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
、

も
と
も
と
ハ
ウ
ス
に
あ
る
電
気
配
線
に

電
球
を
付
け
替
え
れ
ば
い
い
の
で
、
導

入
し
や
す
い
で
す
よ
」
と
話
す
伊
藤
さ

ん
。
照
明
の
耐
用
年
数
が
長
く
な
り
、

消
費
電
力
も
か
な
り
抑
え
る
こ
と
が
で

き
た
そ
う
で
す
。
肝
心
の
菊
の
生
育
状

況
に
つ
い
て
は
、
蛍
光
灯
に
比
べ
何
ら

見
劣
り
し
な
い
と
い
い
ま
す
。む
し
ろ
、

赤
色
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
使
う
こ
と
に
よ

り
菊
の
開
花
が
抑
制
さ
れ
、
効
率
的
だ

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
は
、

試
験
的
に
青
色
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
一
部

分
に
導
入
し
、
生
育
状
況
に
ど
の
よ
う

な
変
化
が
あ
る
か
を
調
査
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

伊
藤
さ
ん
が
生
産
す
る
の
は
黄
色
の

菊
で
、
出
荷
先
は
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
で
あ
る
東
北
地
方
。
東
北
地
方
の

業
者
の
方
が
伊
藤
さ
ん
の
菊
を
気
に
入

り
、買
い
取
り
に
来
る
と
い
い
ま
す
。「
自

分
が
育
て
た
菊
で
、
東
北
地
方
の
人
た

ち
が
元
気
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し

い
で
す
」
と
話
す
伊
藤
さ
ん
の
笑
顔
は

と
て
も
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
鈴
木
理
絵
で
す
。
菊
の
生
産
量
日

本
一
を
誇
る
田
原
市
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
生
産
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
見
ら
れ
る
電
照
菊
も
そ
の
一
つ
で
、
美
し
い

夜
景
を
楽
し
も
う
と
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
栽
培
方
法
が
変

わ
り
つ
つ
あ
る
電
照
菊
と
、
最
新
の
温
室
栽
培
の
様
子
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。鈴木理絵（清田校区）

電照菊の赤色の
照明の秘密は…
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広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

電
照
菊
の
夜
景
に
変
化
が
！
そ
の
秘
密
を
探
る
！

◦菊栽培について話す伊藤友雄さん◦菊栽培の様子

◦菊栽培の温室

◦ＬＥＤ照明
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〝たね〟の簡単＆おいしい『産直レシピ』〝たね〟の簡単＆おいしい『産直レシピ』

　 ブロッコリーの白和え
【材料５人分】 １人分のエネルギー９３kcaｌ
◦ブロッコリー １房（２５０ｇ）　◦塩 少々
◦絹ごし豆腐 １丁（３５０ｇ）　◦すりごま 大さじ３
◦薄口しょうゆ 大さじ１　◦砂糖 小さじ１

【作り方】
❶絹ごし豆腐は水からゆで、沸騰したらザルに  
　上げ、キッチンペーパーなどで包み少し重石を
　のせて水切りをします。
❷ブロッコリーは食べやすい大きさに切り、少量
　の塩を入れたお湯でゆでます。
❸すり鉢に、絹ごし豆腐・すりごま・薄口しょうゆ・
　砂糖を入れ、よくすり合わせます。
❹ゆでたブロッコリーと、豆腐の和え衣を合わせ
　ます。

田
原
市
は
、
全
国
的
に
見
て
も
、

太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
恵
ま
れ
て
い
る
地
域
で
す
。

こ
の
好
条
件
を
生
か
し
、
二
酸
化
炭
素

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
え

る
栽
培
方
法
を
実
証
す
る
た
め
の
モ
デ

ル
ハ
ウ
ス
が
大
久
保
町
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ハ
ウ
ス
で
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
を
天
窓
部
と
日
当
た
り
の
い
い
南
側

の
地
面
に
取
り
付
け
、
照
明
な
ど
の
電

力
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
重
油
は
使

わ
ず
に
、
電
力
で
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
よ

る
暖
房
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
夜
間
の

照
明
も
従
来
の
白
熱
電
球
な
ど
で
は
な

く
、
消
費
電
力
が
よ
り
少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
が
使
用
さ
れ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど

に
使
用
す
る
た
め
の
電
力
を
貯
め
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

他
に
も
、
断
熱
性
を
高
め
る
た
め
、

外
壁
を
複
層
に
し
た
り
、
ハ
ウ
ス
内
の

影
を
少
な
く
す
る
た
め
、
散
乱
光
パ
ネ

ル
を
用
い
た
り
す
る
な
ど
の
工
夫
が
さ

れ
、
ど
の
よ
う
に
菊
が
育
つ
か
の
実
験

が
さ
れ
て
い
ま
す
。「
実
証
さ
れ
た
技

術
を
、
農
家
さ
ん
に
還
元
し
、
役
立
て

て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
、
田
原
市
低

炭
素
施
設
園
芸
づ
く
り
協
議
会
の
栽
培
管

理
責
任
者
の
古
橋
友
雄
さ
ん
は
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

田
原
市
な
ど
が
行
う
低
炭
素
施
設
園

芸
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
、
こ
れ
か
ら

の
農
業
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
菊
栽
培
に
も
省
エ
ネ
や

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
入
れ
、
時
代

の
変
化
に
合
わ
せ
、
変
わ
っ
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

クリーミーな白和えです！木綿豆腐で作ると水分の

少ない硬めの食感の白和えに。白和えという名前の

通り、色をきれいに仕上げるために薄口しょうゆを

使っています。

この白和えの衣は、どんな具材にも合わせることが

できます。ホウレンソウやニンジン、春菊なども白

和えにしてみては、いかがでしょうか？

広報サポーターの〝たね〟が「旬を上手に、手軽でおいしく、誰にでも簡単にできる料理」
をテーマに、今回は「ブロッコリー」を使ったレシピをお届けします。

＊ゆでてサラダに和えもの、スープ
に、生のままフリッターにと活躍す
るブロッコリー！田原市が愛知県内
一位の生産量です。ビタミンＢ、Ｃ、
カロチンや鉄分を多く含む地中海
原産の野菜です。

◉低炭素モデルハウス
田原市、愛知みなみ農業協同組合、イシグ
ロ農芸有限 会社などで構成する田原市
低炭素施設園芸づくり協議会が、低炭素
施設園芸を実現するために実証実験をす

る施設。平成２２年１１月から、
菊の栽培実証をしています。

◦問い合わせ先
　田原市低炭素施設園芸づ
　くり協議会（農政課内）
　☎23局３５１７

　　　 http://teitankyo-tahara.jp/

る施設。平成２２年１１月から、
菊

◦

　田原市低炭素施設園芸づ
　くり協議会（農政課内）

　　　 http://teitankyo-tahara.jp/
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◦ソーラーパネル

◦説明をする協議会の栽培管理責任者の古橋さん
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地域
発!

田
原
東
部
校
区
は
、
豊
か
な
丘
陵
が

広
が
る
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地

域
で
す
。
ま
た
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き

が
強
い
こ
と
も
校
区
の
特
徴
の
一
つ
で

す
。
平
成
20
年
に
は
、
御
殿
山
地
区
に
住

宅
団
地
が
開
発
さ
れ
、
校
区
の
人
口
は

徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環

境
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
活
か
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
住
民
の
交
流
を

図
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
民
が
憩
い
、
環
境
を
学
ぶ
里
山

　

東
部
里
山
公
園
は
、
里
山
開
発
と
連
動

さ
せ
、「
自
然
と
調
和
し
た
公
園
」
と
し

て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
公
園
内
に
は
、
炭

焼
き
小
屋
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
な
ど
が

あ
り
、
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
炭
焼
き
小
屋
で
作
ら
れ
る
炭

は
大
変
好
評
で
す
。

地
域
の
話
題

田
原
東
部
校
区

自
然
に
抱
か
れ
た
安
心・安
全
な
郷さ

と里

▲東部里山公園の池で遊ぶ子どもたち

田
原
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
地
域
住
民
の
交
流
活
動
な
ど
に
つ
い
て

お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
里
山
内
に
遊
歩
道
を
整
備
し
た

こ
と
で
、
体
験
と
参
加
を
通
じ
た
自
然
環

境
を
学
ぶ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

親
子
で
身
近
な
自
然
に
ふ
れ
る

　

毎
年
２
月
中
旬
に
は
、
田
原
東
部
小
学

校
に
入
学
予
定
の
園
児
と
保
護
者
を
対
象

に
、
し
い
た
け
の
菌
打
ち
体
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。
卒
園
間
近
の
園
児
た
ち
に
と
っ

て
は
初
め
て
の
体
験
。
最
初
は
戸
惑
っ
て

い
ま
す
が
、
自
治
会
役
員
や
地
域
の
方
の

手
助
け
で
、徐
々
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
菌
打
ち
か
ら
収
穫
ま
で

の
一
連
の
工
程
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ

り
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
食
育
の
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。

心
を
癒い

や
す
ホ
タ
ル
の
舞

　

田
原
東
部
小
学
校
北
側
に
整
備
さ
れ
た

▲５年目を迎えたしいたけ菌打ち体験

ビ
オ
・
と
う
ぶ
池
で
は
、
毎
年
６
月
に
な

る
と
多
数
の
ホ
タ
ル
が
舞
い
、
住
民
の
心

を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。
新
設
当
初
は
水

温
の
管
理
な
ど
が
難
し
く
、
ホ
タ
ル
の
幼

虫
の
繁
殖
に
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
在
で
は
ホ
タ
ル
の
餌
（
カ
ワ
ニ
ナ
）
が

安
定
し
て
繁
殖
し
て
お
り
、
池
は
だ
ん
だ

ん
と
自
然
環
境
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
で

す
。
今
後
も
、
多
く
の
ホ
タ
ル
が
舞
う
よ

う
に
環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い
校
区
に

　

田
原
東
部
校
区
は
、
住
民
が
住
ん
で
良

か
っ
た
、
暮
ら
し
や
す
い
と
喜
び
を
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
校
区
を
目
指
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
住
民
が
力
を
合
わ

せ
、
今
後
も
校
区
の
魅
力
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
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₁ ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週㊋・㊎・圡 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
₂ このページおよび市民活動支援センターホームページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/田原市民活動支援センター

市民活動を応援するページ
里山保全　山

や ま ゆ り

遊里

図書館フレンズ田原

●しみんの広場

～みんなで楽しみ未来につなぐ里山保全～

市民が里山に親しめる環境づくりを目指し、地元自治会
や子ども会と連携しながら、里山林の整備、樹木の

有効活用に取り組んでいる団体です。
　田原市の市民協働まちづくり事業補助金に採択された活動も
今年で３年目です。里山の整備では、樹木の枝打ち、間伐、散
策路の倒木処理、歩道の草刈りなどをしています。資源の有効
活用のため、間伐材で椅子や丸太椅子を作り展示販売したり、
樹名板を作り、歩道付近の樹木に取り付けたりもしています。
　また、市内の子ども会や衣笠小学校の児童と、会員が育てた
ドングリの苗木を植樹しています。里山の大切さを次世代に伝
え、多様な生物が生息する環境を一緒に育てています。
　今後も、みんなで楽しみながら里山林を整備し、誰もが気軽
に利用できるような豊かで健全な森林環境を整えていきたいと
思っています。
　　　　　　　　　 　会長：本多　稔　 090-8185-1982　　　　　　　　

～利用者の立場でよりよい図書館づくりを～

「図書館フレンズ田原」の活動は、中央図書館の建設計画中に、利
用者の立場からより良い図書館づくりを行うために始まり

ました。中央図書館が開館 10 周年を迎え、私たちの活動も 20 年がたちました。
それらを祝う事業として、薮内正幸原画展「渡り鳥きぶん」を開催します。
　動物画家と絵本作家として活躍された薮内氏は、渥美半島を渡り鳥の観測地
として、この土地の自然をこよなく愛し、多くの渡り鳥の作品を描かれました。
この絵画展は、図書館で市民活動を行っている団体と協力して実施します。活
動の連携や広がりを期待し、市民の皆さんとともに楽しみたいと思います。

▲藤尾山（加治町）で間伐作業を行う会員

お問い合わせ Hello

市民活動紹介

市民活動紹介

◦平成24年度市民協働まちづくり事業補助金採択事業

◦平成24年度市民協働まちづくり事業補助金採択事業

会　期◦12 月 8 日圡～ 14 日㊎午前 10 時～午後５時
　　　　（入室は午後４時 30 分まで）
会　場◦田原文化会館多目的ホール

薮内正幸原画展「渡り鳥きぶん」

日　時◦12 月 8 日圡午前 10 時～ 11 時 30 分
講　師◦薮内竜太氏（薮内正幸美術館 館長）
会　場◦田原文化会館多目的ホール
定　員◦ 50 名（先着順）

参加料◦無料（ただし整理券が必要）
整理券◦12 月１日圡午前 10 時から、電話予約または中
　　　　央図書館中央カウンターにて配布

❖原画展

❖講演会＆ギャラリートーク

主催：図書館フレンズ田原
協力 / お問い合わせ：田原市中央図書館☎ 23 局 4946　　NPO たはら広場　080-6955-2167Hello
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52

学校生活の
一コマを紹介

　今回は、小学校での学校行事「海に親しむ日」の様子と、「和
太鼓の演奏」の様子をご紹介します。 ●学校教育課☎２３局３６７９

 高松小学校「和太鼓演奏」
豊かな心を育てる伝統芸能！

　高松小学校では、平成22年度から、５・６年生
が地域の和太鼓グループ「龍宮」の方を講師に
迎え、和太鼓演奏の指導を受けています。短期
間に集中して練習し、「楽

ら く

～Ｒ
ラ ク

ＡＫＵ～」という
題名の楽曲を学芸会で発表しました。体育館に
響く太鼓の音は迫力があり、地域の方々に好評
でした。この年は、講師の方から和太鼓をお借
りしましたが、平成23年に魅力ある学校づくり
事業で長胴太鼓を３台揃えました。子どもたち
は、自分たちの和太鼓で練習することができる

ようになり、５年生と６年生がペアになって演奏の仕方を教える姿
も見られるようになりました。この活動を通して子どもたちは、日本
の楽器や伝統芸能にも興味を持つようになっています。今後も、和太
鼓演奏を高松小の伝統として育てていこうと考えています。

　　神戸小学校「海に親しむ日」
　　ふるさとの海で地域の魅力を再発見！
　
　神戸小学校の特色の一つである「海に親しむ日」は、
今年で９年目になる学校行事です。この行事は、子ども
たちが、ふるさとのよさを発見することをねらいとし
て秋に開催しています。
　東ヶ谷の海岸に全校児童が集合し、活動を始めます。
５・６年生は地元の網元さんの協力と指導を得て、地引
き網を行います。その間、１～４年生は海岸清掃をした
りサンドレリーフを作ったり、さまざまな活動をしな
がら待ちます。５・６年生の引いた網が砂浜に引き揚げ
られると、あちらこちらで子どもたちの大きな歓声が
あがります。魚が網を飛び越えて跳ね、大漁の予感。この
ワクワク感が子どもたちに伝わり、いよいよ魚との〝ふ
れあいタイム〟です。魚の種類の多さや活きのよさに、行
事の盛り上がりは最高潮に達します。 最後は、海風に吹
かれながら、お弁当とＰＴＡ役員の方々に準備してい
ただいた豚汁をほおばります。
　天候などにより「海に親しむ日」の活動がなくなることもあります
が、子どもたちはこの行事が大好きです。この海での行事を通して、子
どもたちは、さらにふるさと〝神戸〟への愛着を深めているようです。

平成 24年 11月15日   　  　　　　　　　　│ 6 │

◦学芸会での和太鼓演奏

◦大漁だった地引き網



10

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

全
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
選
手
権
大
会
の
ロ
ン
グ

ボ
ー
ド
マ
ス
タ
ー
の
部（
45
歳
以
上
）で
優
勝
し
た

鈴
木
弘ひ
ろ
あ
き章
さ
ん（
赤
羽
根
町
）が
市
長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。鈴
木
さ
ん
は「
21
年
ぶ
り
２
回
目
の
優

勝
が
で
き
て
う
れ
し
い
。来
年
も
優
勝
し
た
い
」と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

▲市長から「今後の活躍にも期待している」と祝福された鈴木さん（写真中央）

波
を
乗
り
こ
な
し

全
日
本
大
会
制
覇
！

10
月
22
日［
月
］

　

田
原
福
祉
専
門
学
校
の
学
園
祭﹁
た
っ
ぷ
く
祭
﹂

が
10
月
19
日（
金
）・
20
日（
土
）に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。学
生
た
ち
の
手
づ
く
り
で
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
こ
の
催
し
。地
域
や
福
祉
施
設
か
ら
大
勢
の
方

が
訪
れ
、模
擬
店
や
福
祉
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で

学
生
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

み
ん
な
が
集
ま
り

笑
顔
日
和
！

10
月
19
日［
金
］

▲寝たきりの方などに行われる手浴を体験できるコーナー

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
を
決
め
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

▪
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

（
神
奈
川
県
横
浜
市
﹇
10
／
26
〜
28
﹈）

男
子
１
０
０
Ｍ

和
田
瑞み
ず
き輝
く
ん
（
田
原
中
２
年
）

男
子
１
５
０
０
Ｍ

鈴
木
琢た

く
み海
く
ん
（
福
江
中
１
年
）

▪
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
２
０
１
２

　

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
埼
玉
県
越
谷
市
﹇
11
／
16
〜
18
﹈）

◦
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
Ｓ
．Ｃ

カ
デ
ッ
ト
の
部

川
口
活か
つ
ち
か寛
く
ん
（
福
江
中
２
年
）

山
本
駿し

ゅ
ん
す
け介
く
ん
（
福
江
小
５
年
）

川
口
育な
る
ち
か寛
く
ん
（
福
江
中
１
年
）
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田
原
市
の
生
活
環
境
を
守
る
た

め
必
要
な
こ
と
は
何
だ
と
思
い

ま
す
か
。
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

【
主
な
ご
意
見
】

◦
雑
草
だ
ら
け
の
土

地
は
、
ご
み
の
ポ

イ
捨
て
を
誘
発
し

て
い
る
。
除
草
を

し
っ
か
り
す
れ
ば
、

ポ
イ
捨
て
も
な
く

な
る
。

◦
通
学
路
に
犬

の
ふ
ん
の
放

置
が
目
立

つ
。
飼
い
主

は
し
っ
か
り

片
付
け
て
ほ
し
い
。

◦
肥
料
の
臭
い
が
気
に
な
る
。　

な
ど　

　
　
　
　
　
　
　

田
原
市
で
は
、生
活
環
境
に
関
す
る
施

策
へ
市
民
の
声
を
生
か
す
た
め
、市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。今
回

は
、そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
24
年
４
月
に

20
歳
以
上
の
市
民
の
中
か
ら

１
０
０
０
人
を
抽
出
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
回
答
者
数

４
４
２
人
）

田
原
市
で
は
、
毎
年
６
月
に
行
わ
れ

る
田
原
を
美
し
く
す
る
推
進
デ
ー

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
清
掃
活
動
な
ど

に
多
く
の
市
民
の
方
が
参
加
さ
れ
、
環
境

美
化
に
関
す
る
意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
犬
の
ふ
ん
に
つ
い
て
は
、
看
板
を
設

置
し
、
飼
い
主
が
必
ず
片
付
け
る
よ
う
に

啓
発
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
道
路
や
公

園
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
や
、
放
置
さ
れ
た

ま
ま
の
犬
の
ふ
ん
、
生
い
茂
っ
た
雑
草
な

ど
を
よ
く
見
か
け
る
の
が
現
状
で
す
。

　

田
原
市
で
は
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
踏
ま
え
、
現
状
を
改
善
し
住
み
や
す

い
生
活
環
境
を
守

る
た
め
に
条
例
化

を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

▼
清
掃
管
理
課
☎
23
局
３
５
３
８

▼
環
境
衛
生
課
☎
23
局
３
５
４
１

田
原
市
の
生
活
環
境
を
守
る
た
め

に
、
条
例
で
定
め
る
べ
き
項
目
は

何
だ
と
思
い
ま
す
か
。（
複
数
回
答
可
）

0 100 200 300 400

ごみのポイ捨て禁止
犬のふん放置禁止

落書き禁止
歩行中などの喫煙制限

悪臭防止
雑草など土地の管理

自販機空き缶回収義務
夜間の花火禁止

騒音防止
チラシ散乱防止

その他

 327
 311
 301
 275
 266
 234
 226
 191
 190
 172
17

（回答数）

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

7

Ｑ１の回答では、ごみの
ポイ捨て禁止、犬のふん
の放置禁止、落書きの禁
止などが上位を占めま
した。
Ｑ２の自由意見では、雑
草の除去などの土地の
管理や、悪臭の防止など
の意見が多く寄せられ
ました。

トイレ袋

平成 24年 11月15日   　  　　　　　　　　│ 8 │
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災
害
へ
の
備
え　

防
災
倉
庫

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、“
け
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
災
害
に
備
え
、
市
内
に
は

水
防
倉
庫
や
防
災
備
蓄
倉
庫
が
あ
り
ま

す
。
ど
こ
に
あ
っ
て
何
が
入
っ
て
い
る

の
か
、
皆
さ
ん
、
ご
存
じ
で
す
か
。

　

今
回
は
、
防
災
倉
庫
な
ど
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
水
防
倉
庫

◉
台
風
や
大
雨
へ
の
備
え

　

田
原
町
、
赤
羽
根
町
、
江
比
間
町
、

福
江
町
、
中
山
町
に
あ
り
ま
す
。
杭
や

土
の
う
袋
、
シ
ャ
ベ
ル
、
の
こ
ぎ
り
な

ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。

▪
校
区
防
災
備
蓄
倉
庫

◉
救
助
・
救
出
、
避
難
生
活
へ
の
備
え

　

田
原
中
部
校
区
に
２
棟
、
そ
の
他
19

校
区
に
各
１
棟
の
計
21
棟
あ
り
ま
す
。

担
架
や
ハ
ン
マ
ー
、
バ
ー
ル
な
ど
、

救
助・救
出
に
必
要
な
も
の
と
、

毛
布
や
テ
ン
ト
、
リ
ヤ
カ
ー
、

発
電
機
、投
光
器
な
ど
、

避
難
生
活
に
必
要
な
も

の
が
入
って
い
ま
す
。

▪
拠
点
防
災
備
蓄
倉
庫

　
『
田

※

原
市
報ほ

う
み
ん
そ
う

民
倉
』

　

田
原
町
の
大
手
公
園

に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

ア
ル
フ
ァ
化
米
な
ど
の

食
糧
や
飲
料
水
、
テ
ン

ト
、
毛
布
、
簡
易
ト
イ

レ
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。

※
江
戸
時
代
に
田
原
藩
が
渡
辺
崋
山
の
指
導

に
よ
り
、
災
害
に
備
え
て
民
の
た
め
に
食
糧

を
蓄
え
た
倉
「
報
民
倉
」
に
ち
な
み
、
整
備

し
た
も
の

▪
地
域
の
防
災
倉
庫
の
場
所
を
知
ろ
う

　

こ
れ
ら
の
他
に
、
市
役
所
や
赤
羽
根

市
民
セ
ン
タ
ー
、
渥
美
支
所
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
公
共
施
設
に
も
食
糧
や
資

機
材
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
数
の
自
主
防
災
会
が
独
自

で
防
災
倉
庫
を
整
備
し
て
ま
す
。
い
ざ

と
い
う
と
き
の
た
め
、
自
分
の
地
域
に

は
ど
こ
に
防
災
倉
庫
が
あ
る
の
か
、
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◉姉妹校として交流
　田原市とジョージタウン市が姉妹都市提携（平成２
年）したことをきっかけに、田原市内にある愛知県立成
章高校と米国ジョージタウン市内にあるスコット高校は
平成３年、姉妹校提携をしました。
　成章高校の生徒がジョージタウン市を初めて訪問
したのは、平成３年８月。また、スコット高校の高校生が
田原市を初めて訪問したのは、平成６年１０月です。以
来、相互訪問による高校生同士の交流は、現在も続
いています。
◉相互訪問で現地での学校生活を満喫
　今年の８月１７日から８月２６日まで、成章高校の生
徒10名がジョージタウン市を訪問しました。ホームステイ
に加えて、スコット高校で学校生活も体験しながら、交
流を深めました。また、６月５日から７月２５日まで、スコット
高校の生徒３名が田原市を訪問しました。

◉スコット高校の卒業生が田原市のＡＬＴに
　田原市のＡ

エーエルティー

ＬＴ（英語指導助手）の１人、キム先生
は、スコット高校の卒業生です。高校生の時に日本語
コースを選択。そして、姉妹
校交流プログラムで田原市
を訪れました。その経験を
生かしながら、現在、田原
市内の小・中学校で活躍し
ています。
▶広報秘書課☎２２局０１３８

■国内外との交流・多文化共生

成章高校とスコット高校との交流
成章高校と姉妹校スコット高校との交流についてご紹介します。

▲スコット高校生徒が成章高校で英語の授業を体験

▲キム先生（写真左）の授業

│ 9 │　　　　　　　　　　平成 24年 11月15日



▼
募
集
人
員
＝
10
名　

▼
対
象
＝
健
康
な

方　

▼
採
用
期
間
＝
平
成
25
年
１
月
５
日

（
土
）
〜
２
月
11
日
（
月
・
祝
）　

▼
勤
務

内
容
＝
田
原
市
博
物
館
の
展
示
室
監
視　

▼
勤
務
形
態
＝
週
４
日
程
度
（
土
・
日
曜

日
勤
務
あ
り
）
／
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

と
午
後
1
時
〜
５
時
の
交
代
勤
務　

▼
賃

金
＝
時
給
８
３
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面

接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）
／
応
募
者
多
数

の
場
合
は
書
類
選
考
あ
り　

▼
申
し
込
み

＝
11
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
田
原
市
博
物

館
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
開
館
時
間
内
に
提
出
（
郵
送
不
可
）

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

　

小
型
搾
油
機
に
よ
る
菜
種
の
搾
油
体
験

と
、
廃
食
用
油
を
利
用
し
た
エ
コ
キ
ャ
ン

ド
ル
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス

シ
ー
ズ
ン
に
ぴ
っ
た
り
の
環
境
に
や
さ
し

い
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
小
学
生
〜
一
般
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）　

▼
日
時
＝
12
月
16
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原

文
化
会
館　

▼
定
員
＝
30
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
課

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
年
間
を
通
し

て
文
化
体
験
教
室
を
実
施
し
て
い
た
だ
け

る
講
師
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間
＝
平
成
25
年
４
月
〜
平
成
26

年
３
月　

▼
開
催
回
数
＝
原
則
と
し
て

月
１
回
以
上
、
年
12
回
以
上　

▼
謝
礼
＝

３
０
０
０
円
／
１
か
月
（
会
場
の
都
合
な

ど
で
１
か
月
の
間
に
２
か
月
分
を
実
施
し

た
場
合
は
２
か
月
分
を
支
払
い
ま
す
）

▼
開
催
教
室
予
定
数
＝
24
教
室　

※
教
室

開
催
希
望
者
（
グ
ル
ー
プ
・
団
体
）
が
多

数
の
場
合
は
多
種
目
と
な
る
よ
う
選
定
。

な
お
、
受
講
生
が
10
名
以
下
の
場
合
は
開

催
し
ま
せ
ん
。　

▼
そ
の
他
＝
会
場
に
つ

い
て
は
市
民
館
、
文
化
会
館
な
ど
の
公
共

施
設
の
利
用
を
基
本
と
し
ま
す
。　

▼
申

し
込
み
＝
生
涯
学
習
課
に
あ
る
所
定
の
開

催
希
望
調
書
（
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
12
月
12
日（
水
）
ま
で

に
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

▼
生
涯
学
習
課　

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

section/kyoiku/index.htm
l

　

家
族
や
友
人
が
目
の
前
で
倒
れ
た
時
、

あ
な
た
は
何
が
で
き
ま
す
か
。
心
肺
蘇
生

法
と
Ａエ

ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
取
り
扱
い
を
学
ぶ
普
通
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
12
月
９
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

正
午　

▼
場
所
＝
消
防
署
赤
羽
根
分
署　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝

無
料　

▼
そ
の
他
＝
講
習
修
了
者
に
修
了

証
交
付　

▼
申
し
込
み
＝
12
月
７
日
（
金
）

ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
件
名
・
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）　　
　

▼
赤
羽
根
分
署

☎
45
局
４
１
１
９　

45
局
４
１
２
０

　

akabaneb@
city.tahara.aichi.jp

▼
種
類
＝
甲
種
・
乙
種
全
類
・
丙
種　

▼
対
象
＝
一
般　

▼
日
時
＝
平
成
25
年
１

月
27
日
（
日
）　

▼
場
所
＝
名
古
屋
市
内

▼
申
し
込
み
＝
①
市
役
所
消
防
課
ま
た
は

消
防
署
・
各
分
署
で
配
布
さ
れ
る
受
験
願

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
12
月
10

日（
月
）〜
12
月
19
日（
水
）
の
期
間
に
郵

送　

②
12
月
７
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
12

月
16
日（
日
）午
後
５
時
の
期
間
に
財
団
法

人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
電
子
申
請　

▼
そ
の
他
＝
テ
キ
ス

ト
お
よ
び
事
前
講
習
会
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp/

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

田
原
市
臨
時
職
員

（
田
原
市
博
物
館
企
画
展
監
視
員
）

田
原
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
験

「
菜
種
の
搾
油
体
験
と
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
」

平
成
25
年
度

「
児
童
生
徒
文
化
体
験
教
室
」
講
師

第
７
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

普
通
救
命
講
習
会 

受
講
者
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人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
と
は
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
気

軽
に
出
か
け
ら
れ
る
街
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

お
気
軽
に
、
セ
ミ
ナ
ー
や
座

談
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◉
セ
ミ
ナ
ー

▼
日
時
＝
12
月
２
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０

時
30
分　

▼
テ
ー
マ
＝
発
達
障
が
い
を
知

り
、
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
を
考
え
る

▼
定
員
＝
50
名
程
度
（
先
着
順
）

◉
座
談
会

▼
日
時
＝
12
月
２
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
〜
４
時　

▼
テ
ー
マ
＝
発
達
障
が
い
者

に
と
っ
て
、
や
さ
し
い
街
と
は
何
か
？

▼
定
員
＝
50
名
程
度
（
先
着
順
）

【
共
通
事
項
】

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も　

▼
場
所= 

新

城
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
２
階
講
堂　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
11
月

28
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

場
合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
建
築
課

☎
23
局
３
５
２
６　

22
局
３
８
１
１

　

kentiku@
city.tahara.aichi.jp

　

田
原
市
民
俗
資
料
館
は
資
料
整
理
の
た

め
、
次
の
期
間
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
臨
時
休
館
期
間
＝
12
月
１
日
（
土
）
～

平
成
25
年
１
月
31
日
（
木
）

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

　

年
末
年
始
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、
最

も
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。
飲

酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
、
思
い
や
り
あ
る

運
転
で
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
防
犯
協
会
や
警
察
、

市
が
協
力
し
合
い
、
身
の
回
り
に
危
険
を

及
ぼ
す
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
活
動
を
行
い

ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
活
動
に
取
り

組
み
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

人
権
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
命

や
自
由
・
平
等
を
保
障
し
、
日
常
生
活
を

支
え
て
い
る
大
切
な
権
利
で
す
。

　

日
常
生
活
を
振
り
返
っ
て
、「
他
人
の

権
利
を
侵
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
」「
自
分
の
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
」
な
ど
、
身
近
な
こ
と
か
ら
人

権
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で
「
人
権
問
題
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
感
じ
た
方
や
「
法

律
上
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
」
な
ど
お
困

り
の
方
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
ま

た
は
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局

☎（
０
５
３
２
）54
局
９
２
７
８

　
（
０
５
３
２
）54
局
９
２
８
０

◉
運
動
の
重
点

◦
ひ
っ
た
く
り
な
ど
街
頭
で
発
生
す
る
犯

罪
の
防
止

◦
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止

　

<

年
間
取
組
事
項>

◦
自
動
車
関
連
窃
盗
の
防
止

◦
子
ど
も
と
女
性
が
被
害
者
と
な
り
や
す

い
犯
罪
の
防
止

◦
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

12
月
１
日
土
～
２０
日
木

人
権
週
間

12
月
４
日
火
～
10
日
月

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
１
日
土
～
10
日
月

田
原
市
民
俗
資
料
館
を

臨
時
休
館
し
ま
す

東
三
河 

人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り

講
座
・
セ
ミ
ナ
ー　

受
講
者

◉
運
動
重
点

◦
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
ろ
う

◦
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
車
中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

◦
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用

し
よ
う

▪1 日 350ｇの野菜を摂取しましょう！
　厚生労働省では、健康を維持するために必要な野菜の摂取目標量を成
人1日当たり350g（小鉢５皿）以上としています。野菜はビタミン、ミネラル、
食物繊維などの重要な供給源で、健康の維持・増進に不可欠な食品です。
最近の研究では、野菜に含まれる成分の複
合的な作用が、循環器疾患やがんの予防に
効果的であると考えられ、野菜の摂取量が
多い人は少ない人に比べて、がんの発症率
が低いなどの研究成果も報告されています。
　新鮮で安全安心な地元の野菜を積極的
に活用し、バランスの良い朝食を食べること
から始めましょう！

▼農政課☎ 23 局３５１７

野菜の摂取目標量
〈一日合計〉

350ｇ

かぼちゃ（1/8個）
150ｇ

ブロッコリー（大3房）
100ｇ

キャベツ
（葉2枚）
100ｇ

トマト（中1個）
150ｇ

パプリカ（1個）
120ｇ

│ 11 │　　　　　　　　　　平成 24年 11月15日



其の

140

　文化財課 　２３局３６３５
　　　　　 　２２局３８１１

本誌は再生紙を使用しています。

N
o.726 平

成
24

年
11

月１
5

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

葉
タ
バ
コ
の
栽
培
に
は
、
ほ
か
の
作
物

に
は
な
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
収
穫
後
に

タ
バ
コ
に
加
工
・
製
造
が
行
わ
れ
る
工
芸

作
物
で
あ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
栽
培
は
日

本
専
売
公
社
（
現
在
は
日
本
た
ば
こ
産
業

株
式
会
社
）
が
管
理
し
、
そ
の
需
要
に
応

じ
て
栽
培
を
し
て
い
ま
し
た
。
最
も
大
き

な
特
徴
は
、
栽
培
農
家
が
葉
の
乾
燥
ま
で

を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

日
本
で
栽
培
さ
れ
た
葉
タ
バ
コ
の
黄
色

種
は
、
人
工
的
に
乾
燥
さ
せ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
、
栽
培
農
家
は
乾
燥
す
る
た

め
の
施
設
を
作
り
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
二
間
（
約
３
・６
ｍ
）
四
方
の

木
造
土
壁
の
乾
燥
室
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

切き
り
づ
ま
か
わ
ら
ぶ
き

妻
瓦
葺
の
屋
根
に
、
越こ

し

屋や

根ね

と
呼
ば
れ

る
排
気
の
た
め
の
小
屋
根
が
の
っ
て
い
ま

す
。
他
の
建
物
と
違
い
ず
ん
ぐ
り
と
し
た

塔
に
ち
ょ
こ
ん
と
の
っ
た
越
屋
根
が
、
か

わ
い
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
こ
の
中

に
葉
を
藁わ

ら
な
わ縄
で
結
ん
で
つ
る
し
、
下
か
ら

薪
で
火
を
た
き
、
そ
の
熱
で
乾
燥
さ
せ
る

の
で
す
。
少
し
で
も
効
率
よ
く
乾
燥
さ
せ

る
た
め
、
縄
で
つ
る
し
た
葉
を
４
・５
段
に

も
上
に
つ
る
し
て
い
く
の
で
、
こ
の
よ
う

な
構
造
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

葉
タ
バ
コ
の
乾
燥
で
重
要
な
こ
と
は
、

ほ
ど
よ
い
乾
き
具
合
と
発
色
で
す
。
仕
組

み
は
単
純
で
す
が
、
温
度
管
理
な
ど
は
長

年
の
経
験
と
技
術
が
必
要

で
す
。
乾
燥
は
三
日
三
晩

も
行
う
過
酷
な
作
業
で
す

が
、
こ
こ
で
仕
上
が
り
に

大
き
な
差
が
で
る
の
で
す
。

燃
料
は
、
初
め
は
薪
で
し

た
が
、
次
に
コ
ー
ク
ス
、

そ
の
後
は
灯
油
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

建
物
は
鉄
骨
造
な
ど
、
素

材
は
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
大
草
町
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
造
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
乾
燥
室
は
、
既
製
品
の
コ
ン
テ

ナ
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
栽
培
が
盛

ん
だ
っ
た
中
山
町
で
は
、
組
合
で
コ
ン
テ

ナ
を
入
れ
る
共
同
の
乾
燥
施
設
を
作
り
、

組
合
員
の
乾
燥
作
業
を
効
率
化
し
て
い
た

そ
う
で
す
。

　

渥
美
半
島
で
一
時
代
を
築
い
た
葉
タ
バ

コ
栽
培
。
か
つ
て
は
国
道
42
号
を
走
る
と
、

赤
土
の
畑
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
タ
バ
コ

の
葉
の
緑
が
夏
の
日
差
し
に
ま
ぶ
し
く
感

じ
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
最
近
こ
の
景
色

を
見
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
葉
タ

バ
コ
栽
培
の
記
録
を
少
し
で
も
残
す
必
要

を
感
じ
、
大
草
町
の
太
田
良
治
さ
ん
に
取

材
を
し
た
の
で
す
。
お
話
を
伺
っ
た
中
で
、

　

渥
美
半
島
の
葉
タ
バ
コ
栽
培
2

特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
葉
タ
バ
コ
は
栽
培
と
乾
燥
加
工
の
二
重
の

難
し
さ
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
う
ま
く
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
自
分

の
理
想
と
し
た
出
来
栄
え
に
喜
び
も
二
重

だ
っ
た
」
と
誇
ら
し
げ
に
話
さ
れ
た
こ
と

で
し
た
。
ま
た
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
に

対
応
し
た
栽
培
方
法
や
農
具
、
農
材
の
変

遷
は
、
実
に
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。　

　

葉
タ
バ
コ
に
限
ら
ず
、
農
家
の
皆
さ
ん

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
努
力
を
さ
れ
て

い
る
ん
だ
と
、
ま
た
私
の
“
田
原
自
慢
”

が
増
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
渥

美
半
島
を
支
え
た
産
業
を
、
少
し
ず
つ
書

き
留
め
て
お
く
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】赤
羽
根
文
化
の
森
か
ら
の
電
照
菊
の
夜
景

▼
渥
美
半
島
の
秋
の
風
物
詩

と
い
え
ば
、電
照
菊
の
夜
景
。

そ
の
絶
好
の
夜
景
ス
ポ
ッ
ト

か
ら
撮
影
し
よ
う
と
、赤
羽
根
文
化
の

森
へ
登
り
ま
し
た
。目
の
前
に
広
が
る

色
と
り
ど
り
の
光
の
パ
ノ
ラ
マ
に
、言

葉
も
出
ず
に
見
と
れ
て
い
た
私
。時
間

が
経
つ
に
つ
れ
、次
々
と
カ
ラ
フ
ル
な

光
が
灯
っ
て
い
く
温
室
に
、時
代
の
変

化
を
感
じ
ま
し
た
。（
Ｏ
）
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【
お
詫
び
と
訂
正
】
10
月
15
号
の
歴
史
探
訪
ク
ラ

ブ
の
２
段
目
９
行
目
の
「
神
戸
町
」
は
「
神
戸
村
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

◦今も残る木造の葉タバコ乾燥室（高松町）


